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　成田市から栄町にかけて広がる龍角寺古墳群が11月21
日、国の文化財審議会で国指定史跡とするよう答申されま
した。同古墳群ではこれまで全国最大級の方墳「岩屋古墳」
が単独で国史跡に指定されていました。今回の答申を受け
て、計93基の古墳を含む面積44万5,000㎡の範囲が成田
市にとって初の国指定史跡となります。

成田市初の国史跡に
龍角寺古墳群

　今年8月にオープンした十余三パークゴルフ場で11月10日、「第1回
市民パークゴルフ大会」が開催されました。パークゴルフは、1本の
クラブを使用し、カップインさせるまでの打数を競うニュースポーツ。
コースは20m～100m。初心者も気軽に参加できるということで、参
加者の一人は「ルールもシンプルなので、下手なわたしでも楽しめま
す」と笑顔をのぞかせていました。ゴルフ場オープン後初となるこの
大会には、48人が参加。真剣なまなざしでプレーに向き合いながらも、
参加者同士談笑を交えながら、スポーツの秋を満喫していました。

ニュースポーツに挑戦
第1回市民パークゴルフ大会

コースをよく見て慎重にショット

埴輪列が再現され、築造当時の様子が分かる円墳「101号墳」（大
竹・国指定重要文化財「学習院初等科正堂」隣接）

「駅伝大好き！」なメンバーたち

桜井 未来 選手（3年生）
「仲間を信じて最後まで
強い気持ちで走りたいで
す」

工藤 花純 選手（3年生）
「最後の大会なので悔い
の残らないように楽しく
走ってきます」

斉藤 里佳 選手（3年生）
「一人一人の力を発揮し
て上位入賞できるようが
んばりたいです」
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　都市計画道路「赤坂台方線」道路整備事業に伴っ
て実施されている発掘調査（印旛郡市文化財セン
ター）において、古墳の埋葬施設から「石枕」や「青
銅鏡」が出土しました。11月15日には、遺跡現地
説明会が開催され、約200人の歴史ファンが発掘
現場に。調査対象となった「船形手黒1号墳」（仮称）
は印

いんばのくにのみやつこ

旛国造、伊
い つ こ り の み こ と

都許利命の墓と伝えられる公津
原37号墳に隣接する、墳丘の大きさ約25m、高
さ2.2mの円墳で、出土した遺物から古墳時代中
期後半（5世紀後半）のものと考えられています。古
墳の墳頂部には、穴を掘って直接木製の棺を納め
た（木棺直葬）埋葬施設が2つあり、そこから埋葬者
の枕（石枕）や青銅の鏡が発見されました。滑石製
の石枕は主に千葉県北部から茨城県南部にかけて
集中的に分布するものですが、発掘調査で発見さ
れることは大変珍しく、市内では4例目となります。

石枕や青銅鏡が出土
船形手黒遺跡説明会

雨天にも関わらず大勢の見学者が参加しました（右手前が「石枕」）

青銅鏡（左・印旛郡市
文化財センター提供）
と石枕の出土状態（右）

　地域のお年寄りと子どもたちのふれあいを目的に11月
13日、久住第二小学校で「ほのぼの集会」が開催されまし
た。会場となった体育館では、子どもたちの歌やダンス、
お年寄りの大正琴や合唱、フラダンスなどが披露され、
和やかな雰囲気に。その後、子どもたちが作ったサツマ
イモを一緒に食べたり、射的や輪投げなどで遊んだりと、
会場のあちこちに笑顔の輪が広がりました。

歌やダンス、昔の遊びも
久住第二小学校ほのぼの集会

飛び入りのマジックで会場は和やかに

　千葉交通が創立100周年を記念して、11月9日～23日の間、
成田山門前・宗吾霊堂間でボンネットバスの運行をしました。
このバスは、岡山県高梁市の備北バスで運行されていたボン
ネットバスで、その後は物置として使用されていました。それ
を神奈川県相模原市の愛好家が再生し、イベントで走らせて
いたものを千葉交通が借り、営業ナンバーを取得したもので
す。コースは、千葉交通の前身「成宗電気軌道」がチンチン電
車を走らせていたルート。昭和の薫りを漂わせ、往年の「銀バ
ス」カラーに復元されたボンネットバスには期間中延べ3,263
人が乗客し、レトロ感に浸っていました。

昭和レトロ感たっぷり
ボンネットバス

JR成田駅前を通過中の昭和40年式いすゞ自動車BXD30型ボン
ネットバス

� 広報なりた2008.12.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です


